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課題名

試験研

究年次

ｌ目的

３いぐさ先刈方法ｌの改善
分類 ①

（２）いぐさ中間刈栽培における先刈方法

６２～１年（完了）

中間刈栽培ではこれまで普通刈栽培基準に準じて先刈りを行ってきたが、作
柄の安定化と品質の一層の向上を図るための適正な先刈方法を明らかにする。

Ⅱ試験方法

１供試品種いそなみ

２試 験 区 の 構 成

Ｑ

β ÷

6 2年６３年１年

３耕種概要

(1)植付時期３カ年とも１２月１日

(2)刈取時期６２年は７月４日、６３年は７月３日１年は７月１日（１年）
(3)栽植密度 34.6株／㎡（17cmＸ17cm）Ｘ
(4)施肥量（Ｎ成分）５５kg/10ａ

４試験規模
１区１０６４㎡ 、 ２区制

Ⅲ主要成果の概要一

中間刈栽培のいぐさについての適J正な先刈法崇は'普通刈栽培と同じであること
を明らかにした ◎

１先刈時期が刈取前70日では収量は多いが、先枯れ茎数が多くなり、品質が
低下する。また、先刈時期が遅い（刈取前55日先刈り）場'合には収量が低下
す る 傾 向にある。・

２先刈時期fが刈取,前6α５５日では､：先枯れ茎数が少なく1m乾茎重も重く、品
質がi向上するｂツト

３先刈高さ３５cmでは先刈時期が遅い場合には収量が低下するの:で、４０～４５ｃｍ
がよい。

４収量・品質面から判断すると、中間刈栽培における適正な先刈法は普通刈
栽培と同梯に刈取前60日、‐先刈の高さは40～45cmである。‐
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Ⅳ主要成果の具体的データ
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第２表先刈りの時期・高さと収量

先
刈
期

第１表先刈時の生育一

刈取前

7０

6５

注）①調査は刈取前60日一
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②６反復の平均値で示した 。

先刈りの時期・高さと原草品質
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注）①調査対象は先枯茎数率：茎長105～120cm，老熟茎割合，変色茎数率：105cm以上の茎
②１m乾茎重の調査部位は根元から３～103cｍ
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Ｖ成果の評価と取扱上の留意点

中間刈栽培における先刈方法の参考費料となる。

Ⅵ今後の研究上の問題点

Ⅶ炎料名６２～元年度福岡県農業総合試験場筑後分場いぐさに関する試験成績書


